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てきた酵素剤は、Clostridium histolyticum に由来する二種のコラゲナーゼサブタイプ（コラゲナーゼ G
（ColG）, コラゲナーゼ H（ColH））や中性プロテアーゼであり、未知のプロテアーゼなどの混入が否定でき
ず、各酵素成分の正確な作用の検証が困難であった。そこで、不純物を含まないリコンビナント型の ColG、
ColH を用いた検討が行われ、膵島分離においては 5 型コラーゲン（Col V）が ColG の、3 型コラーゲン（Col 
III）が ColH の重要な基質となっていることが判明した。これらの知見は Col III および Col V を定量するこ
とで ColG:ColH 比を至適化でき、ドナー膵組織に対応するテーラーメイド型膵島分離の実現に繋がる可能性
を示した。 




本研究では全て 9 週齢の Lewis ラットと 8 週齢の SD ラットを用いた。免疫組織化学染色、リアルタイム
RT-PCR による検討では、両ラット間に有意差を認めなかった。しかし、免疫組織化学染色と同じく抗体を用
いた検査であるウエスタンブロッティング法による検討では、Lewis ラットの膵組織における Col III の発現
が SD ラットと比較して有意に高かった。また、質量分析による検討でも 1 型コラーゲンα1 鎖（Col-I(α1)）
/3 型コラーゲンα1 鎖（Col-III(α1)）比および 1 型コラーゲンα2 鎖（Col-I(α2)）/Col-III(α1)比は Lewis





をタンパク量に換算して 5:1、1:1、1:5 の 3 群を設定した。その結果、Lewis ラットでは ColH を増量するこ
とで膵島収量の増加傾向がみられたのに対し、SD ラットでは 1:1 群に比して 1:5 群で膵島収量の低下が認め
られ、Col III の発現量との関連が示唆された。また、質量分析において Col-I(α1)/Col-I(α2)比は Lewis ラッ
トにおいて高い傾向にあり、このことは 3 本のα1 鎖からなるホモ三量体 1 型コラーゲンの比率と膵島分離成
績との相関を示唆する結果であった。 
